
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日
提
出

質

問

第

七

号

放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
措
法
に
基
づ
く
除
染
等
の
実
施
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

渡

辺

喜

美
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放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
措
法
に
基
づ
く
除
染
等
の
実
施
に
関
す
る
質
問
主
意
書

現
在
、
除
染
に
つ
い
て
は
、
環
境
省
作
成
の
「
放
射
線
量
低
減
対
策
特
別
緊
急
事
業
費
補
助
金
取
扱
要
領
」
に
基
づ
き
「
比

較
的
線
量
の
高
い
地
域
の
た
め
の
除
染
方
法
（
以
下
「
高
線
量
メ
ニ
ュ
ー
」
と
い
う
。
）
」
と
「
比
較
的
線
量
の
低
い
地
域
の

た
め
の
除
染
方
法
（
以
下
「
低
線
量
メ
ニ
ュ
ー
」
と
い
う
。
）
」
に
分
け
ら
れ
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
高
線
量
メ

ニ
ュ
ー
に
は
、
戸
建
て
住
宅
の
表
土
除
去
や
汚
染
土
壌
等
減
容
化
施
設
の
設
置
・
運
転
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
高
線

量
メ
ニ
ュ
ー
及
び
低
線
量
メ
ニ
ュ
ー
の
運
用
等
に
関
し
、
以
下
質
問
す
る
。

一

高
線
量
メ
ニ
ュ
ー
の
う
ち
表
土
除
去
が
線
量
低
減
に
は
効
果
的
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
如
何
。
ま
た
、
低
線
量
メ

ニ
ュ
ー
に
は
、
戸
建
て
住
宅
の
表
土
除
去
が
入
っ
て
い
な
い
が
な
ぜ
か
。

二

低
線
量
メ
ニ
ュ
ー
で
は
線
量
低
減
に
は
効
果
が
な
い
も
の
が
大
半
と
聞
く
が
如
何
。
も
し
効
果
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
具
体

的
な
実
証
デ
ー
タ
を
教
示
さ
れ
た
い
。

三

福
島
県
外
で
「
比
較
的
線
量
の
低
い
地
域
」
に
指
定
さ
れ
低
線
量
メ
ニ
ュ
ー
に
し
か
国
費
が
支
給
さ
れ
な
い
地
域
が
あ
る

一
方
で
、
当
該
地
域
よ
り
線
量
が
低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
戸
建
て
住
宅
の
表
土
除
去
な
ど
の
高
線
量
メ
ニ
ュ
ー
が
活
用
で
き

る
地
域
が
福
島
県
内
に
は
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
事
実
か
。
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

一



か
説
明
さ
れ
た
い
。

四

地
域
の
実
情
は
地
域
が
一
番
良
く
分
か
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
国
は
そ
の
地
域
に
基
金
と
し
て
補
助
金
を
一
括
し
て
交
付

し
、
そ
の
財
源
の
範
囲
内
に
お
い
て
地
域
の
判
断
で
最
も
適
切
と
考
え
る
メ
ニ
ュ
ー
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え

る
が
如
何
。

五

福
島
県
以
外
の
県
で
「
比
較
的
線
量
の
低
い
地
域
」
に
指
定
さ
れ
た
地
域
で
は
、
住
民
か
ら
の
強
い
要
望
を
受
け
、
表
土

除
去
等
の
国
費
が
一
切
出
な
い
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
費
用
を
基
礎
自
治
体
が
負
担
し
除
染
を
進
め
て
い
る
地
域
が
あ
る
。
国

は
、
そ
れ
ら
の
基
礎
自
治
体
が
既
に
負
担
し
た
費
用
に
つ
い
て
補
償
す
べ
き
と
考
え
る
が
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


